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写
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。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
沖
縄
事
務
所
職
員
が
私
費
で
写
真
展
を
主
催
し
た
こ
と
の
是
非
に
関
す
る
再
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
写
真
展
の
準
備
・
開
催
に
係
る
支
出
額
は
百
六
万
五
百
五
十
五
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
業
者
委
託
経
費
が

九
十
一
万
五
百
五
十
五
円
、
審
査
員
等
へ
の
謝
礼
金
が
十
五
万
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

り
ん

本
年
一
月
、
外
務
省
沖
縄
事
務
所
か
ら
外
務
本
省
に
対
し
て
、
御
指
摘
の
写
真
展
に
係
る
経
費
の
稟
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
二
年
四
月
六
日
内
閣
衆
質
一
七
四
第
三
一
九
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
か
ら

三
ま
で
及
び
五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
写
真
展
は
、
外
務
省
沖
縄
事
務
所
が
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
同
事
務
所
の
長
は
、
樽
井
澄
夫
沖
縄
担
当
特
命
全
権
大
使
で
あ
る
。

四
、
五
、
七
及
び
八
に
つ
い
て

前
回
答
弁
書
一
か
ら
三
ま
で
及
び
五
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
写
真
展
は
、
外
務
省
の

一



予
算
か
ら
経
費
を
支
出
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
外
務
省
沖
縄
事
務
所
職
員
の
一
部
が
秀
逸
な
作
品

を
提
出
し
た
者
に
対
し
、
敬
意
及
び
感
謝
の
念
を
表
す
た
め
に
、
私
費
で
購
入
し
た
記
念
品
を
贈
呈
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に

特
段
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

四
、
五
、
七
及
び
八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
記
念
品
は
、
外
務
省
沖
縄
事
務
所
職
員
の
一
部
が
私

費
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
金
額
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
写
真
展
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
前
回
答
弁
書
四
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
本
年
三
月
二
十
一

日
付
け
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に
掲
載
さ
れ
た
投
稿
記
事
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
意
義
を
説
明
し
て
い
る
。 二


